
フォグマシンのメンテナンス方法 
フォグマシンはヒーターユニットの目詰まりで出力できなくなる可能性があります。 
ヒーターユニットの目詰まりの際は、保障対象外となります。 
下記注意点を留意することで、商品の対応寿命を延ばすことが可能です。 
 
使用しない際には電源をオフにしてください。常時電源をオンの状態ですと、ヒートアッ

プとクーリングを行っており目詰まりの原因となります。古いフォグリキッドや他の液体

が混ざったフォグリキッド等は決して使用しないで下さい。  
 
フォグリキッドをタンクに注入後、すぐにタンクとフォグリキッドのボトルの蓋を締める

ようにして下さい。本体内部ヒーティング部品等に混入物などが堆積しないよう、使用時

間 40 時間毎、または長期間使用しない場合など保管の際には、洗浄剤（蒸留水：80%、酢：

20%）をタンクに入れ内部洗浄を行う必要があります。 
 
洗浄方法は以下に従って下さい。 
 
①タンクを空にした上、上記の洗浄剤をタンクに注入して本体の電源をオンにして下さい。

本体がウォームアップを開始します。 
②タンク内の洗浄剤が少なくなるまで本体を換気の良い場所で動作させて下さい。この際、

タンクが空にならないようにご注意下さい。 
③これにて洗浄作業は完了です。フォグリキッドを再度注入し、本体を少しの間動作させ

て下さい。これによりポンプ、ヒーター内に残っている洗浄剤を出力させる事ができます。 
※絶対にタンクが空の状態でフォグマシンを動作させないで下さい。 
長期間本体を使用しない場合は、フォグリキッドを抜き出し保管してください。 
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